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職員による事業評価では、特に介護職員の
入れ替わりによる定着不足が一部の職員の
負担につながっているので改善が必要とさ
れる意見が多い。施設では、介護職員の採
用については、積極的な人材確保戦略を継
続しているが、十分は人員確保には至って
いない。今後、外国人採用や各事業所間・
各施設間での人材異動や配置の推進等によ
る適切な人材確保対策を推進することによ
り、職員の業務負担感を軽減し、介護に対
する職員の意欲の向上に取り組むことが望
まれる。

専門学校や大学等に働きかけを継続して行い、若手職員
の採用を更に進めていく。
採用した職員がやりがいをもって長く働くことができる
よう、OJTや精神的ケアの体制を見直しながら、育成計画
を適宜見直し整備していく。

所管課確認欄
（施設所管課記入欄）

令和８年４月以降の取組予定
（指定管理者記入欄）

定期的に生産性向上委員会を開催し、業務内容の確認、
課題の把握に努め、計画的に改善に向けて取り組んでい
く。
ICTや介護補助員の活用を計画的にすすめ、職員は専門業
務に集中できる環境を整備し、意欲向上を図っていく。

改善すべき指摘内容等
対応事業者

（共同事業体の場合記入）
令和８年３月までの改善状況等

（指定管理者記入欄）

生産性向上委員会を月１回開催し、職員の意見を反映し
ながら業務の見直しを行うことで、職員の負担感の軽
減、意欲向上につなげている。また各事業所間での人材
移動の実施や積極的な人材確保に取り組み、人員の安定
につながった。

個々の職員の課題を把握して研修計画に反映させる体制
を継続し、個々の育成計画につながるように引き続き努
めていく。
育成計画とキャリアパスの見直しを行い、連動性を強化
し、各職員が自分の成長段階を理解して取り組めるよう
にする。

本施設では、職員の定着率が高く、ベテラ
ン職員が中心となって業務を支えており、
安定した運営が図られている。一方で、今
後は加齢に伴う体力や気力の低下が避けら
れず、現状と同水準の業務を将来にわたっ
て維持することは困難になることが見込ま
れる。また、厚生労働省は、高齢者人口の
増加に伴い、介護需要は一層拡大するとの
見解である。このため、ベテラン職員の存
在に安住することなく、彼らが十分に活躍
できるうちに計画的に若手職員を採用し、
実務を通じた後進育成や、ロールモデルと
しての指導を行う体制を構築することが望
まれる。

施設の人材採用では書類選考後、職種別に
現場担当者を含めた多面的面接を行い適性
を判定している。また、職員の人材育成
は、役職別の職員自己能力評価シートを基
に幹部による職員面接を行い、キャリアパ
スと連動した人材育成計画について説を
行ったうえで能力評価を行い、職員研修委
員会にて研修計画を策定している。一方
で、今回実施した職員自己評価結果では、
研修計画の個人別育成成果への反映には課
題意識も見られたため、今後はさらに、研
修成果を育成に反映させるプロセスの工夫
が望まれる。
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ベテラン職員への依存による将来的な運営
リスクに対し、新規採用や育成体制の整備
が進められていることを確認した。今後も
計画的な人材確保と後継育成の取組が継続
されるよう、採用及び育成状況を引き続き
確認していく。

各職員の目標管理や上長との面談時の内容を基に課題を
把握し、研修計画に反映している。成果については各部
署の責任者が確認し、双方で共有することで次のステッ
プの明確化につなげている。

積極的な人材確保に努めた結果、令和７年度は６名の新
規の介護職員を採用(常勤職員）することができた。新人
担当職員(プリセプター)を中心に次世代を担う人材の育
成に取り組んでいる。また指導・育成状況を職員間で共
有することで、指導体制のロールモデルの構築に取り組
んでいる。

介護職員の定着不足による業務負担増大の
指摘に対し、生産性向上委員会の開催や人
材配置の見直し等により改善が図られてい
ることを確認した。今後も人材確保対策及
び業務効率化の取組を継続し、職員の負担
軽減と定着促進が着実に進むよう引き続き
確認していく。

研修成果の個別育成への反映について課題
が指摘されていることを踏まえ、目標管理
や面談内容を研修計画へ反映する取組が実
施されていることを確認した。今後は育成
計画とキャリアパスの連動性が一層確保さ
れるよう、取組状況を継続的に確認してい
く。


